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インフォテリア株式会社 
 
インフォテリア、高性能 XMLエンジン「iPEX」のWindows CE版を開発 

携帯機器における XML適用ニーズに応え、携帯機器への対応を積極推進 

 
インフォテリア株式会社（本社：東京都大田区、平野洋一郎社長）は、高性能 XML*1エ

ンジン「iPEX」（アイペックス）のWindows CE*2版を開発し、1999年第 3四半期中に販
売を開始することを発表しました。Windows CE 版の iPEX は、まず、インクリメントＰ
株式会社（本社：東京都目黒区、清水敏彦社長）製のベストセラー地図情報ソフト「MapFan」
シリーズに搭載されます。 

 
インフォテリア株式会社の平野洋一郎代表取締役社長は、「今後、インターネット端末と

して接続される携帯機器は急激に普及していくでしょう。そして、そのアプリケーション

間の通信は、XMLを採用することが当たり前になっていきます。携帯機器用 OSとして最
も注目すべきもののひとつであるWindows CE用の iPEXによって、Windows CE用ソフ
トウェア開発各社の XML 対応コストを下げ、開発期間を大幅に短縮することができます。
インフォテリアでは、今後、携帯機器向け XMLエンジンのニーズに積極的に応えていく計
画です。」と語りました。 

 
iPEXは、アプリケーションソフトウェアが XML処理を行う場合に必要な機能を網羅し
たソフトウェアエンジンであり、その中で、iPEX Windows CE版は、サイズおよび機能を
コンパクト化し、Windows CE の環境に最適な内容で実装したものとなります。iPEX 
Windows CE 版は、プロフェッショナルエディションのみで提供されます。提供形態は、
C++用ライブラリ形式で、OEM契約によりカスタマイズ版も提供します。 

 
インフォテリア株式会社は、先進の XMLテクノロジーをベースに、XML普及を促進す

るソフトウェアコア部品製品、企業間やインターネットコマースでのデータ交換を XMLベ
ースで行なうためのツールとサーバー製品などを提供していきます。  
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＜＜＜＜用用用用語語語語説説説説明明明明／／／／注注注注釈釈釈釈＞＞＞＞    

 
*1 XML 
（エ ック ス  エ ム エ ル） 

eXtensible Markup Language の 略。データ の 内容とデータ の 構

造を切り離し、意味付け され た情報を双方向に 交換す る た め の

標準データ フォ ーマット。 1998年2月10日にWorld Wide Web 

Consortiumより勧告され た 。次世代の ウ ェ ブ上の 情報交換フォ ー

マットとして注目を浴び て い る 。  

参考情報↓ 
http://www.w3.org/Press/1998/XML10-REC 
 

*2 Windows CE 
（ウ ィンドウ ズ  シ ー イ ー） 

マイクロソフト社が開発した、携帯端末および組み込みデバ
イス向けのオペレーティングシステム。開発環境や操作環境
が、Windows 98/NTなどに近いことや、開発環境が充実して
いることが特徴。 

参考情報↓ 
http://asia.microsoft.com/japan/windowsce/ 
 

 
＜＜＜＜おおおお 問問問問いいいい 合合合合わわわわ せせせせ 先先先先＞＞＞＞    

 
 記事掲載用： info@infoteria.co.jp  （電子メール） 
   http://www.infoteria.com/ （ウェブサイト） 

 
 プレス専用： 03-5725-5107   （電話） 

   社長室：中村 

   03-5725-5108   （FAX） 

   press@infoteria.co.jp  （電子メール） 
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